
イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

団
体
の
活
動
支
援
。

■
試
験
日
時

　

平
成
30
年
１
月
29
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
開
始
（
予
定
）

■
試
験
内
容

　

作
文
・
面
接
試
験

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
受
付

期
間
中
に
生
涯
学
習
文
化
課
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
付
期

間
外
・
郵
送
・
書
類
不
備
の
も
の

は
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈮
～
平
成
30
年
１
月

12
日
㈮
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
お
よ
び

12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

■
必
要
書
類

①
受
験
申
込
書

　

生
涯
学
習
文
化
課
・
公
民
館
・

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

配
布
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
写
真

貼
付

■
合
否
発
表

　

平
成
30
年
２
月
下
旬
に
合
否
結

果
を
郵
送
し
ま
す
。

※
勤
務
先
は
３
月
下
旬
に
決
定

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
32
）８
９
１
９

社
会
教
育
指
導
員
を
募
集

し
ま
す

　

平
成
30
年
度
に
市
内
の
公
民
館

等
で
、
社
会
教
育
指
導
員
と
し
て

市
民
の
学
習
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格

　

次
の
⑴
～
⑷
の
項
目
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

⑴
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を

有
す
る
方

⑵
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
社
会
教
育
主
事
の
資
格
を
有
し
、

５
年
以
上
官
公
署
も
し
く
は
社
会

教
育
関
係
団
体
に
お
い
て
社
会
教

育
に
関
係
の
あ
る
職
に
あ
っ
た
方

②
教
育
職
員
の
普
通
免
許
状
を
有

し
、
５
年
以
上
教
育
に
関
す
る
職

に
あ
っ
た
方
で
社
会
教
育
主
事
の

資
格
の
あ
る
方

③
そ
の
他
社
会
教
育
に
係
る
活
動

経
験
が
あ
り
①
、
②
に
掲
げ
る
方

に
相
当
す
る
経
験
が
あ
る
と
教
育

委
員
会
が
認
め
た
方

※
③
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
文

化
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

⑶
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
）
に
よ
る
事
務
処
理
が
で
き
る

方

⑷
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
車
免

許
可
）
を
有
す
る
方

■
勤
務
場
所

　

石
橋
公
民
館
・
国
分
寺
公
民
館
・

南
河
内
公
民
館
・
南
河
内
東
公
民

館
・
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
月
13
日
（
午
前
８

時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）。
公

民
館
は
日
曜
日
・
月
曜
日
、
生
涯

学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
は
日
曜
日
・

水
曜
日
が
勤
務
を
要
し
な
い
日
と

な
り
ま
す
。

※
出
勤
日
は
、
行
事
・
職
場
内
の

シ
フ
ト
調
整
等
に
よ
り
決
定
。
な

お
、
行
事
に
よ
り
勤
務
を
要
し
な

い
日
及
び
夜
間
に
勤
務
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
採
用
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
31

年
３
月
31
日

※
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
認
め

る
場
合
は
、
再
任
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
面
接
試
験
あ
り
）

■
報
酬

　

月
額
15
万
円
（
交
通
費
含
む
）

※
有
給
休
暇
あ
り
（
市
の
規
程
に

よ
る
）。
雇
用
保
険
加
入
・
厚
生

年
金
・
社
会
保
険
適
用

■
主
な
仕
事

　

各
施
設
の
窓
口
業
務
。
各
種
講

座
等
の
企
画
・
運
営
等
。
サ
ー
ク

ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
自
主
活
動

ご
存
知
で
す
か
？

ナ
ス
バ
の
被
害
者
援
護

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
（N

A
SV

A

　

ナ
ス
バ
）

で
は
、
自
動
車
事
故
の
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。

■
介
護
料
の
支
給
と

　
　
　
　
　
訪
問
支
援
・
交
流

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
や
脊
髄

な
ど
に
重
度
の
後
遺
障
害
を
負
わ

れ
、
自
宅
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る

方
に
介
護
料
等
を
支
給
し
、
訪
問

し
て
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
交

流
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
常
時
要
介
護
の
方

　

月
額
５
８
，
５
７
０
円

～
１
３
６
，
８
８
０
円

・
随
時
要
介
護
の
方

　

月
額
２
９
，
２
９
０
円

～
５
４
，
０
０
０
円

■
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の

　
　
　
無
利
子
貸
付
と
友
の
会

　

自
動
車
事
故
で
保
護
者
を
な
く

さ
れ
た
児
童
な
ど
に
対
す
る
育
成

資
金
の
無
利
子
貸
付
の
ほ
か
、
友

の
会
を
運
営
し
、
家
族
参
加
型
イ

ベ
ン
ト
の
「
集
い
」
や
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
交
流
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

■
脳
損
傷
の
治
療
を

　
　
行
うN

A
SVA

療
護
施
設

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
を
損
傷

し
重
度
意
識
障
害
が
継
続
す
る
状

態
に
あ
る
方
を
対
象
に
、
適
切
な

治
療
と
看
護
を
行
う
専
門
の

N
A

SV
A

療
護
施
設
（
病
院
）
を
、

全
国
８
か
所
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

■N
A
SVA

　
交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

お
話
を
じ
っ
く
り
お
聞
き
し
、

お
悩
み
の
整
理
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
ナ
ス
バ
の
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

と
最
寄
り
の
支
所
等
の
連
絡
先
、

交
通
事
故
に
関
す
る
他
の
相
談
窓

口
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

☎
０
５
７
０
─
０
０
０
７
３
８

ナ
ス
バ
は
あ
な
た
に
寄
り
添
い
、

　
　
ず
っ
と
あ
な
た
を
支
え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

N
A

SV
A

杤
木
支
所

　

宇
都
宮
市
駒
生
１
２
８
８-

２

　

☎
０
２
８（
６
２
２
）９
０
０
１

自
動
車
事
故
被
害
者
等
へ
の
支
援
制
度
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